
273 

パネルのイメージに及ぼす節の影響

よ盤国 稔・仲村 司

Influence of Knots on Psychological Images of Panels 

Minoru MASUDA and Masashi NAKAMURA 

同一問要

l凶像処lli1装践を用いて，鮪.の色，材の包を極々に変え，また，節のない;場合，占もなる太さのグ

Jレ…ブ喜子持つ場合のパネノレ蹄像を作製し，部の持つ心理的イメージの本質の一端針路らかにする

ζ とを縞みた。節のないパネルの方が節のあるパネルより「感じのよいJr上品なJr躍ら務きの

あるJrすっきりしたJイメージを与えるが，節のあるパネルはより「自然なJr議朴な」イメ}

ジ~与える。また…方，賀ííの色および材の色を種々の色剥iζ夜佑させた;場合，災在するであろう

とJ思われる「自然な」節の色および材の匂を持つパネルの方が，より「滞ち務きのあるJr!議じ

のよいjイメージを与えると:とがわかった。以上より， ~容のある材は「昂然なJ イメー ~;q量生か

すような使い方が賢明である ζ とが示唆された。

1.緒

;樹木にとって蝦は不可欠であり，それを効率よく茂らせるには校が不可欠である。節は校の樹

幹内部分であり，従って節は木にとって当然樟在する CくE当然なものである。しかし日本では，

一般に無節;憎が好まれる傾向にあり，枝打ちにより~節部分を多くする努力が払われてきた。今

後とも無節材が好まれ脱げるのであろうか。それとも逆にi舗が好まれるようになるのであろうか。

本研究では，節のもつ視覚的なイメージの製図とは伺かを明らかにする一つの棋みとして r節
の有無やグルーブの省官!~，節の色や:{i?l・g;，J 1e変えることによる有節材のイメージの詑イむを調査し

Tこ1)。

2. 実験方法

2.1 .l'H示凡iパネルの作製および色彩測定

有節のヒノキの天然木兆現1:合i僚を写真擬絡し，そのカラー'iilli{~jt奇報を， Fig.11乙示す手11mでド

ラムスキャナ1e介してディジタル・データイじした。これを， 大型計算機 (HITACM・680H)に

接続された踊像処閣議問 (Nexus-6000)に512X480ドットのカラー間像として入方し， 宣告の色

彩のみぞ変えるためまず節領域の検出各行った。 ζ ζ では， X方向においである闘能以下の点が

3点以上続く始点を節の始まりとし，またある|詩情以上が 3点以上続くと ζろ令長iiの終りとして，

i~í領域安検出し1'::.2) 。さらにその部分の R. G. B. (Red， Greell， Blue)の数備を郁々に変え，節の
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色の J~ なるパネル・パターンを作製した

(Kグループー 8枚)。また逆 lζ節以外の

R.G.Bの数備に加減算安行い， 下地の色

調を級々変化会せた(滋グループ…10枚)。

無節写真は，節のない領域のiilii像データを

適当に選ぴ，それをさをiIiHζ按!¥l!A'移;植して

作製した。クソレーブ(縦除去)の強調は節の色

変換と問機の手法制古川グルーブの削除

はグルーブ部分の R.G.Bのf院4Pその近傍

の材、色の数{践に憶念換えることにより行っ

た(Gグループー10枚)。以上のカラー・デ

ィスプレイ碕像を写真搬影し，現像・プザ

ント(色調盤ぞ含む)の後，スチローノレ・

パネルにj泊り， 13cm X llcmの操京mノfネ

ノレを作製した (Fig.2)。 ζれらのパネルの

節部分および材の部分の色彩は，日本滋色

工業製・測飴色悲計.Z -1001 DPをff:Jいて

測定した。

2.2 アンケート調査

Fig. 1. Flow chart of preparation of panels 

for号uestionnaires.
パネルのイメージのアンケート調査は，

一対比較法により， Tables 4 '"'-' 6 1こ示す設

Table 1 Color data of K group specimens 

Speci附 8 7 8 
一一…一一一一一一一一

LK I 63.6 65.5 73.0 77.8 82.2 54.2 86.4 72.7 

CK 23.3 32.1 19.6 40.8 34.1 33.3 2.2 18.5 

HK 69.7 44.8 341.0 85.6 90.7 64.6 38.1 82.3 

Ls 82.3 81.1 80.2 80.0 80.2 81.1 80.5 80.6 

Cs 7.8 7.4 11.2 10.3 10.4 10.7 11.4 10.5 

Hs 96.9 98.1 87.7 89.6 88.7 87.7 89.4 92.9 

L:Lab*， C:C本=(a判十b*2)112， H:H凶。ロtan-1(b*ja*)，K and B del10te knot al1d 

ground， respectively. 

Table 2 Colol' data of B gl'OUp specim告ns

Specimen No. 2 3 4 5 6 7 8 9 

LK 60.5 52.5 57.7 56.4 52.8 54.5 55.5 67.8 

CK 22.9 24.3 34.8 24.6 23.2 20.8 23.6 26.4 20.9 

HK 68.8 67.3 61.1 69.2 65.8 57.8 52.8 62.0 67.7 

Ls 80.8 80.9 81.5 77.5 79.0 82.1 82.1 80.8 77.3 

CIl 11‘1 10.8 10.2 20.0 31.3 34.6 30.2 22.3 11.8 

HIl 90.1 83.5 78.6 62.1 78.5 88.8 97.7 90.2 78.6 

Iiefel' to Table 1. 
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Fig. 2. Pal1cls ror questionnaires一一il1order of“Kal1jillo yoi (agreeablc)". 

NUlI1bel's ul1der thc panels indicate pallcl No. 

Pallcls are armllgecl accorclillg to the results of the qu日stionnaircswith 29 

1・cspondellts(15 men !tnd 14 WOll1Cll)…in orcler of“Kanjillo yoi (agr・eeablc)"
rrOl!l upper lcft to lower right. G5 ancl 08 arc the samc orcler ill G group. 
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'1'llble 3 Visu1l1 dlltll of G g'l'OUp specim告ns

Spccimcl1 No. ワ 3 4 5 6 7 8 9 10 

Knots I 0 0 0 0 0 × × × × × 

Lnb* of groov担 43 47 47 95 × 

× 

X 17 47 95 95 

Wiclth of gr∞附 (mm) 0.2 0.5 o 0.5 x 0.5 1.0 0.5 1.0 

o Ill1d X melln“exist" 1l11d "l1ot existヘrespectively.
Widths of grooves were measured 011 photo.specimel1s used for・th己 qucstiol1l1ail'e.

強~mいて行った。一対のパネルイ1:' N5(llf:I!立 5)のグレーペーパーを背裁に立{zべ，

ら140'"'-170cmの距離にミした。なお， 窓内照明は自然光と天井の:ui光灯を併用し， 明る容の

ブラインドのgrg聞で行った。被験者は京都大学学生および|活附蹴陸路緩期大学者[5学生・主!

子15:gj，女子14名であった。

3. 結果および考察

mいた写真パネルの部および材の色彩の測定結果およびの有無， グルーブの存無~ 'l'ables 

1....... 3 ，ζ示す。また，イメージのアンケート結果を T乱bles4 ....... 6 ，こ訴す。 あるパネルが取り得

る最高得点，すなわちKクツレープならば:会パネル数が 8枚なので，比jf!l'(されるパネル数 7X被験

者数29口 203点， 日およびGクソレープならば 9X29=261点を， 100 点iílIÜ}~~1こ換算して表に示した。

'1'able 4 Psychologic1l1 Illlllge of p乱nels(K'gl'oup) 

P乱IlelnUll1bel' 231  5 678  

2. !感滋じのよい (K仏ωa幻削肌11札凶1;‘
iωO. I自当然な (侭Si旬宮e口1日mfω1) 88丸lμ3例41悶 222糾 2お81η 3ω01泊 762恥 4必62路 7竹7144 

12.終答ち狩きのある〈のOcぬhiれts叩uldl10ωoa似l'l叫uωIο): 8鈴51叩 3お61叩 24知f鈴 2泌61悶 2剖42却 7均91凶 4必52制 8剖Ols

5. 策本トな (Sobokul1乱 8510 3016 2425 2818 2618 7022 5020 8714 

8. ソフトな (Sofutona) 7916 2817 3727 3219 3726 5ls1 522.1 8515 

14.あたたかい (Atatakai) 7322 4:hl 3427 3522 3729 7127 3725 7021 

1.切るい (Ak乱l'ui) 41円 5420 4028 6017 7618 3431 6330 3226 

6.すっきりした (Sulddrisita) : 7918 3721 2121 2819 4324 6827 6328 6331 

3.派手な (Hadcl1a) 2010 7010 6724 7120 7919 3720 472.¥ 913 

13.現代的以 (Gendaitekina) 4629 5hl 4828 46問 59河 4930 63吋 3831 

9.務者向きの CWakll1110nOmukil1o) 5729 5019 4327 3821 5633 5826 5630 4329 

4.下Jめな (Gehilll1a) 1614 6617 7725 7619 GG19 3222 44円 2516 

7.宏・っぽい (Yasuppoi) 月13 6417 7720 G923 G824 2G2.¥ 4G26 3223 

11.きたない (Kitallai) 2517 7020 702(， 7021 5228 3627 3728 4027 

Rcsults of司uestiol1l1aireby llIeans or pair cOlllpal'ison llIethod， cxpressed 011 U scale of 100. 

Large ul1d smllll fig自resIl1dicllte Ilverage Il1l乱geof l'・eSpOl1delltsand the stalldard deviatiol1， 
rcspectively. 
Bold und ulldcrlined figures indicute the highest Ill1d the lowest val羽es，l'cspectively. 
NUllIhel's ahead of psychological illlllge words indicate the a1'l'ullgcment order in a questiol1'町

nairc fo1'・lll.
Japal1ese words used for qucstiollnail'c IllClln as follows; K品I1jil1oyoi: Ilgrωablc， Sizcnna: 

E乱tural，Ochitsukino aru: call1l， Gehillua: vulgar， Jouhil1na: clcg乱nt，Sobokuna: prilllitivc， 
Sofutolla: soft， Atatakai: Wal'lll， Akarui: light， Sukkiri sita: elcar， Hadcl1a: showy， Gcndaite. 
ldllll: l1lodcl'll， Walml1lonollluldno: appropriat君 fol'youug people， Yusuppoi:chCl¥p， Kit乱I1lli:mcssy.
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Tablc 5 Psychological i混乱宮白 ofpauels (B.group) 

2 3 4 5 6 7 8 9 10 

2.感じのよい (Kaujilloyoi) 6123 7518 7219 4421 5421 4121 2''121 6517 5431 1020 

10.自然なのizeuua) 7820 8015 6613 3823 4319 3117 1512 5913 7219 1930 

12.滋ち殺きのある(OchitsulcillOaru) 7120 7416 6221 4225 5hl 3120 1815 6015 6624 2630 

4.上品な (Jouhillua) 712! 8015 6616 3625 4321 3220 1919 6015 6229 3034 

5.策本トな(Sobolcuua) 8313 8110 5915 3218 3817 2216 1512 5312 7918 4034 

8. ソフトな (Sof江tOlla) 6923 6518 4819 4326 5222 2922 1920 5415 7425 4637 

14. あたたかい (Atatalcai) 5120 5825 5620 6429 7025 4724 2523 6113 6121 819 

1.1児るい (Alcar立i) 4321 5422 7116 3922 5027 7524 6723 6315 2610 1223 

6.すっきりした (Suklcirisita) 6722 7613 7217 2919 3820 4826 3526 6418 4232 293. 

3.派手な (Hade詰a) 2110 2912 5114 7218 7016 8412 861< 531' 1713 1830 

13.現代的な (Gendaitelcina) 4323 5021 5910 5320 5621 63u 5931 571• 3531 2628 

9.務者向きの (WalcamouomulcillO) :3922 5116 6717 5230 6120 6223 5226 6510 3426 1825 

7.安っぽい (Yasuppoi) 36u 3014 3521 5927 4622 6421 7519 :3817 4128 7730 

11. きたない (Kita担乱i) 3725 3017 3117 5925 4823 5327 6926 4110 5130 8224 

Refer to Table 4. 

Table 6 Psychological image of p乱uels(G欄 groむp)

…ber i 2 3 4 5 

2.感じのよいほ拙jiuoyoi) (持27 5420 5126 3916 4:328 6629 6519 4330 5723 4720 

10.自然な (Sizeulla) 6727 6122 4821 5823 7815 5223 4110 2221 4323 3024 

12.溶ち務きのある (Ochitsulciuoaru) 4527 5024 4620 :3615 4720 7027 6417 4328 5323 4527 

4.上品な (Jouhiuua) 3823 512. 4026 3719 4724 7526 6819 3431 6220 4823 

5.紫キトな (Sobokuua) 6225 6122 4725 5619 7620 5924 4620 2622 4026 2824 

8. ソフトな (Sofutoua) 4426 4116 3322 5022 5823 8116 4923 2522 6719 5425 

14.あたたかい (Atatalcai) 4120 51f5 5124 3910 4926 7l?5 5923 3832 5421 4827 

1.切るい (Alcarui) :3526 5120 4120 5825 54町 5322 4025 3627 6621 6822 

6.すっきりした (Sulckirisi ta) 2721 4325 3726 3015 3626 7015 7320 6225 6610 55'2 

3.派手な (Hadeua) 3518 5110 6422 4117 3110 32?7 5Inl 7825 5426 6423 

13.現代的な (Geudaitelciua) 2421 4622 5519 3121 29?4 5727 70時 7124 6120 5721 

9.務者向きの (Walcamouom百kiuo) 3024 5022 5622 3317 2924 5626 6927 6924 5622 5223 

7. i交っぽい (Yasuppoi) 6126 4623 5022 6114 5426 31町 3631 5829 4825 5024 

11.きたない (Kitanai) 7123 5419 6225 6715 6025 2525 3419 4926 3520 4426 

R也fcrto Tablc 4. 

大きい数字は平・均{は， 小さい数字は標準備強(被験者間でのバラツキ)ぞき交わす。また， Ta-

bles 7 "'-' 9 !乙イメージ制活:の相関係数を示した。対角繰上のf誌はそのイメージにおける男女の相

i業l保数吾妻賢す。

3.1 :i'1oの色の路線 (Kクツレープ)

節の色を穏々に変えた 8枚のパネル (Kクツレープ)のイメージ相互の朝関係数を Table7に示

ず。 rr当然なJr感じのよいJr務ち務きのあるJr素朴なjは相笈に~f1闘が非常に蒔く，またこ

れらは「下品なJr安っぽいJと高い負の相関関採にある。 このことから， 銀行のt5は「自然な」

ものほどよい抑制liを得ていることがわかる (Fig.3)。 ζれらのイメージの殻潟得点と鑓低点の

閣には大きな~話きがあり， f'羽の色彩を変えることによってこれらのイメージが明確に変イちする ζ
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とをおしている。 ζれに対して「現代的なJ 宥向きのJイメージは点が小さく. i~íの包の

変化にはあまり影響されないこと令指している。このことは，後に述べる Gクツレーブの結泉と

え合わせると，翌日の色のみ令変えでも「現代的なJIζ も「務者約iき」にも必りえとEい ζ とを示唆

していると首「えよう。

3.2 *:;J包および舗の濃淡の影響 (Bクツレープ)

実在するでみろうと思われるパネルすなわち「自然な」イメージのパネルはBグループにおい

rrable 7 Correlatioll b♀tweell psychological images (E心gl'OUp)

紫

朴

な
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務ち誠務捌為訟き同口
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腕
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た
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か
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ト
な

派
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な

し
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す
っ
き
り
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る

い

下

品

な

の若
者
向
き

現
代
的
な

安
っ
ぽ
い

き
た
な
い

11mじのよい

自然な

若草ち三者きのある

策;[;トな

ソフトな

あたすこかい

11mるい

すっきりした

派手な

現代的な

若者向きの

下品な

5交っぽい

きたない

0.81 0.98 0.97 0.96 0.83 0.92 -0.54 0.97叩 0.89-0.24 0.58 -0.99 -0.99句 0.92

0.98 0.93 0.99 O.世8 0.87 0.96拘 0.64 0.92町 0.93-0.42 0.44 -0.98町 0.99-0.87 

0.97 0.9昔 0.96 O.世8 0.86 0.97 -0.70 0.89 -0.94 -0.46 0.39 -0.97 -0.98 -0.84 

0.96 0.98 0.98 0.96 0.94 0.93 -0.66 0.89 -0.98 -0.45 0.33向 0.98ω0.96同 0.86

0.83 0.87 0.86 0.94 0.95 0.80 -0.58 0.79 -0.96 -0.45 0.20山 0.90“0.83司 0.81

0.92 0.96 0.97 0.93 0.80 0.76 -0.73 0.81 -0.88 -0.56 0.35 -0.91 -0.92ω0.74 

-0.54白 0.64ω0.70-0.66 -0.58 -0.73 0.80山 0.34 0.72 0.75 0.13 0.54 0.56 0.30 

0.97 0.92 0.89 0.89 0.79 0.81 -0.34 0.88 -0.81 -0.03 0.68 -0.96 -0.96 -0.97 

-0.89 -0.93 -0.94ω0.98 -0.96 -0.88 0.72問 0.81 0.94 0.51 -0.19 0.93 0.9告 0.79

畑 0.24-0.42司 0.46-0.45 -0.45 -0.56 0.75 -0.03 0.51 0.91 0.55 0.28 0.28ω0.03 

0.58 0.44 0.39 0.33 0.20 0.35 0.13 0.68 -0.19 0.55 0.37ω0.52 -0.52目 0.69

-0.99山 0.98-0.97 -0.98 -0.90 -0.91 0.54 -0.96 0.93 0.28同 0.520.92 0.98 0.93 

-0.哲9“ 0.99-0.98・0.96-0.83 -0.92 0.56 -0.96 0.90 0.28 -0.52 0.98 0.98 0.92 

拍 0.92-0.87 -0.84 -0.86相 0.81ω0.74 0.30 -0.97 0.79 -0.03 -0.69 0.93 0.92 0.91 

Values along the diagonaI 恐dicatethe corl'elation between psychological images 01' men and women. 

Table 8 Correlation bωween psychological images (B-gl'oup) 

J潔い 自

務長きの官
議 ソ あい 切j ずし 派

現代的な 話務きの
安 き

じ
然 1E113 1 ネト

フ 主こ
る

った 守主 てコ た
の た き ;ま fょ

よ な な な な か い ち な L、 L、
!議じのよい 0.78 0.88 0.90 0.87 0.67 0.59 0.81 0.40 0.84 -0.18 0.37 0.55 -0.97 -0.98 

!当然な 0.88 0.81 0.99 0.98 0.94 0.86 0.63 0.01 0.78 -0.58 -0.07 0.11 -0.95“0.86 

?終ち務きのある 0.90 0.99 0.80 0.98 O.哲2 0.89 0.69 -0.02 0.75 -0.57 -0.07 0.39 -0.97 -0.86 

Jニ占~Iな 0.87 0.98 0.98 0.77 0.94 0.84 0.55 0.02 0.84 -0.62 -0.10 0.09 -0.95 -0.86 

議*トな 0.67 0.94 0.92 0.94 0.96 0.94 0.38 -0.28 0.66 -0.83 -0.40 -0.24 -0.82 -0.65 

ソフトな 0.59 0.86 0.89 0.84 0.94 0.75 0.48 -0.46 0.45 -0.82 -0.50 -0.29 -0.76“0.54 

あたたかい 0.81 0.63 0.69 0.55 0.38 0.48 0省 67 0.28 0.38 0.10 0.42 0.59句 0.76-0.75 

fygるい 0.40 0.01 -0.02 0.02凶 0.28司 0.46 0.28 0.95 0.47 0.68 0.94 0.8臼四0.19-0.47 

すっきりした 0.84 0.78 0.75 0.84 0.66 0.45 0.38 0.47 0.73・-0.30 0.28 0.40 -0.82 -0.89 

派手な ω0.18 -0.58“0.57 -0.62 -0.83 -0.82 0.10 0.68“0.30 0.98 0.82 0.69 0.39 0.16 

現代的な 0.37 -0.07 -0.07 -0.10 -0.40 -0.50 0.42 0.94 0.28 0.82 0.79 0.95司 0.14-0.41 

務者向きの 0.55 0.11 0.39 0.09 -0.24 -0.29 0.59 0.89 0.40 0.69 0.95 0.61四0.35山 0.56

'!J:.っlまい 自 0.97句 0.95-0.97 -0.宮5-0.82 -0.76 -0.76匂 0.19-0.82 0.39 -0.14 -0.35 0.66 0.95 

きたない ω0.98 -0.86 -0.86 -0.86 -0.65 -0.54勾 0.75-0.47 -0.89 0.16】 0.41-0.56 0.95 0.63 

Refel' to table 7 . 
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!滋じのよい 0.78 -0.23 0.90 0.91 -0.08 0.48 0.92 0.14 0.78 -0.02 0.65 0.66 -0.97 -0.85 

1当然な -0.23 0.92 -0.05ω0.02 0.97 0.26 0.03 -0.02 -0.64 -0.85 -0.86 -0.82 0.08 O.停

滞ち殺きのある 。.90-0.05 0.78 0.93 0.11 0.59 0.93 -0.04 0.73 -0.28 0.46 0.48 -0.96 -0.81 

-E:t弘な O.宮1-0.02 0.93 0.79 0.11 0.76 0.94 0.30 0.73 -0.33 0.41 0.39叩 0.92-0.86 

紫朴な …0.08 0.97 0.11 0.11 0.97 0.30 0.17 -0.10…0.51 -0.88 -0.75 -0.70 -0.10 0.36 

ソフトな 0.48 0.26 0.59 0.76 0.30 0.91 0.70 0.60 0.36 -0.64四 0.07-0.15 -0.53 -0.57 

めたたかい

切るい

すっきりした

派手な

現代的な

殺者向きの

吹っぽい

きたない

0.92 0.03 0.93 0.94 0.17 0.70 0.75 0.20 0.63 -0.32 0.39 0.39何 0.96ω0.78

0.14 -0.02ω0.04 0.30 -0.10 0.60 0.20 0.79 0.15 -0.10 -0.03 -0.15 -0.05 -0.30 

0.78 -0.64 0.73 0.73 -0.51 0.36 0.63 0.15 0.99 0.30 0.87 0.83 -0.71 -0.96 

目 0.02-0.85 -0.28 -0.33 -0.88 -0.64 -0.32 -0.10 0.30 0.89 0.69 0.69 0.19 -0.11 

0.65 -0.86 0.46 0.41 -0.75町 0.07 0.39“o.m 0.87 0.69 0.89 0.99 -0.52 -0.75 

0.66 -0.82 0.48 0.39 -0.70 -0.15 0.39 -0.15 0.83 0.69 0.99 0.78 -0.54 -0.71 

白 0.97 0.08 -0.96 -0.92時 0.10吟 0.53-0.96 -0.05 -0.71 0.19 -0.52 -0.54 0.74 0.80 

-0.85 0.49時 0.81“0.86 0.36 -0.57同 0.78ω0.30-0.96 -0.11 -0.75 -0.71 0.80 0.84 

Refer to Tablc 7. 
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0:1' l'espondents alld the stalldard deviations， 
l'cspeetively. The correlation eoefficient is 

0.98. Refer to 'l'able 4. 
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Fig. '{. Relation between“ムkal'・ui(light)" 

and <1L*一一一Bgl'Oup. 
<1L* : difference 0:1' li宮htn告ss(Ln-LK 
in Tabe 2) i且 OIEstandard colol'imetl'匂
systCI羽. The eorl'elation coeffieien t is 

0.98. 

ても「部ち務きのあるJr上品なJr素朴な」イメージ告与え，これらのイメージ相五の相関係数

も高い。一方. rきたとZいJr安っぽい」と ζれらのイメージとは負の闘い相関にある。「感じの

よいjは「自然な」と0.88の相関ぞをもつが，節と地のコントラストのやや強めのパネルの方が弱

めのパネルよりもより「感じのよいjイメージを与える傾向にある。
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Fig. 5. Relation between“Hadena (showy)" 
and C*.一一-Bgroup. 

The corellation coefficient is 0.89. 
Multipl母correlationωefficient between 
"Hadena (showy)" and“C* and 4L*" 
is 0.92; the partial corl'elatio詰 coef-
ficien t bctween “Hadena" and C* is 
0.80， and "Hadena" and 4IJ* is 0.56. 
Refer to Tables 1，2，4， and 5. 

l[J 

Bグループのパネルの柾|瓦関係をよく御

撰すると“節と材の明度強"が大きいほど

明るいと感じる傾向にある ζ とがわかる

(Fig'. 4) 0 .dLと「切るいJとの相関係数

は0.98でみる。通常，明るさは明皮で決ま

るが Bク"ループでは L8のが小さいの

で (L8 とのf日関係数は0.67)，t請がi関いほ

ど相対的にパネルが明るく見える傾向にあ

ることを示している (L](との相関は-0.94)。

また，材色の彩i交の大きなパネルほど

「派手な」イメージ役与える{版印にあるは;日

開保数O.89) (Fig. 5戸。「派手なJには虫iJ

との明度謹.dLも関認しており，彩皮と前

方でのZ設相関係数は0.92，この場合の彩!交

との綱相関係数は 0.80，.dLとは 0.56であ

る。

「めたたかいJイメージは，材'd，の色相

が7.5YH， Iこ泣いほど大きく(相関係数0.90，

計算方法は文献おぞ参照会れたLサ， さら

に女性は賀iiの淡いものぞ「あたたかく J!遮

じる傾向にある。

以上，消えsのKグループの結果と考え合

せると， i耳目のめるパネルでは「自然なJイメージを生かすような配色とする方が相対的に「感じ

のよいJr落ち者きのおるJイメージが得られることがわかる。

とζろで全部が白っぽく無機露風に印刷された淡いifriをもっ躍材を見かける ζ とがあるが， こ

の;場合には，部材のi与さのもつイメージ，特に部E誌を明るくする効果が主閥的であろうと考えら

れ，節の自然さのもつあたたか怠のイメージはかなり失われている。節のJf~がどの税皮メカニッ

クなイメージをやわらげるかは，今回の研究対象とはしなかったが，今後[ζ残された興味ある懇話

題である。

3.3 宣告の有無， クソレーブの有無および太さの膨鱒 (Gグループ)

節のあるパネルの方が節のないパネルi乙比較して「紫朴なJr自然なJrきたない」イメージ舎

与える。一方，節のないパネルは節のあるパネルに比べて「現代的なJ門 a っきりしたJr上品

なJr感じのよいJr落ち穂きのあるjイメージを与・える傾向にある。 しかし， クツレーブの太い

無節のパネノレでは，有望i:iノfネルより「感じのよいJr上品なJr採らきのある」イメージが低く

なる;場合もある。男性は，無節で太いグル…ブほど「務者向きのJイメージイ・えると答えてい

るのに対し，女性は黒いクツレーブのある方が f泊者向きJであると答える鎖向にある。

「ソフトなJイメージは節の有無にかかわらずクリレーブなし， IE:Iクソレーブ，クソレーブのI1珂で

あり，各々においてはグループの細い方が「ソフトな」イメージ会与える傾向にみる。また，

「派手な」イメージに隠しでは， 11Iiの有無にかかわらずクツレーブの太いパネルほど「派手なJイ

メージをえる(相関係数0.94)。
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4. 結

以上，舗の包，パネルの包および自iiの有無， クツレーブの有無;i> i函印象処服装慨を用いて~え， そ

れらの変化が心理的イメージに与える影響について翻資すること冶試みた。その結果，節の色は

!当然な万が「落ち弱いたJr感じのよいJイメーi/'i>匁え， また， 控iJのないパネルの万が節のあ

るパネルよりも「感じのよいJr上品なJr搭ち務きのあるJrすっきりしたjイメ…少を与・える

ζ と，また， 袋iiのあるパネルは，より「自然なJr議朴な」イメージを与えることが明らかとな

った。これらの結果より，有節材・初刊いる場合は， 特lζ変った綿色はせず， rls熱なJイメージ

ら生かす使い方が賢明である ζ とが京!俊志れた。

13*では無節が好まれ，節は「汚れJr欠点Jr安物Jのイメージをもち，嫌われ避けられる風

潮にあるが，欧米では壁面などに脊袋詰J尚喜子多用しており侍に避けている傾向はない。 ζの滋い

は，欧米では節のもつ「安物」のイメ…ジよりも f自然なJイメージが無意識的に受け入れられ

ているためであろうと考・えられる。また， これには部療の広さの迷いも関係しているものと考え

られるが，本研究では，蹄像処xffi鵠慌の閣議の11iU約もあってこの問題は割愛したが，今後の駕袈

な課題の 1つでみる。

なお，本研兜で用いたiliiJ領域の検出方法などは， さらに発躍させれば「間像処班による製材151

の等級分けJIこも応用できることぞ付記しておきたい。
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Resume 

'fo make cleal' the influence of knots on psychological Images of panels， the colol's of 

knots and panels wel'e changed using an image data pl'・0むessingcomputel' system， and 
questionn乱Il・esregal'ding the psychological images wel'e distributed using the photos of the 

pl'ocessed images. R母sultsof the questionnaire are as follows: panels without knots h乱ve

mor・e“elegantぺ“agreeableヘ“calm"and“cle乱r"images，乱ndpanels with knots have mor・8
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“natural" and “primitive" images.“Natural" colol'ed knots give m01・e"aが.'eeable"and“calm" 

images than any panels with artificially colored knots. 'fhc same effect was also obsel'ved 

on the base colol's of panels. The above results sug'g'est that pal1cls with kl10ts should be 

us己dto give a “natul'al" imag巴 01' atmosphe1'e. The automatic knot detectiol1 (form and 

position) method developed ill this study suggests a possibi1ity of automatic timber grad-

illg USillg imag'e data proωSSillg. 




